
どこから？

保育の振り返り

外で遊んでいると足を止めて上を見上げている子どもの姿があり、何を見ているのかなと見てみると木から葉っぱが落ち
てくるのを不思議そうに見ている子ども達、「葉っぱが落ちてきたね」声をかけると「これ！！」と落ち葉を拾って見せて
くれたり、その上を歩いてみたりする姿があり保育者が一枚ちぎってみると「うっわー」と驚く子ども達自分でもしてみよ
うと指先を使ってちぎる子やまだ月齢的に指先が上手く使えない子はぐちゃと音を出すのを楽しんだりといろいろでした。
(思考力の芽生え・自然との関わり生命尊重)その葉っぱを砂場で遊ぶ時に持っていって葉っぱを並べていると型抜きをした
上に葉っぱを並べてケーキ屋さんにしてみたりと、遊びの展開がありました。また葉っぱの色が違う事にも気づき「きい
ろ！」と教えてくれたりもしています。大人だと見過ごしてしまうようなことでも1歳児の視界ではいろんな発見があるな
と感じました。一緒になって遊ぶ中で、子ども達の感性でいろんな楽しい遊びをこれからも発見していきたいと思います。
季節が変わり葉っぱが無くなった木を見たらどんな表情を見せてくれるのかも今から楽しみです。(豊かな感性と表現)

作成日１０月１５日
対象年齢 1歳児
作成者 山川茉那ん？

なーに？

けーき！！

きいろ～

ねらい・・・秋の自然物を使って遊ぶ。


